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かすがい市議会だより

認知症ヘルプカードについて

認知症の人が社会活動に参加し、個性と能力を
十分発揮できるようにすることが求められ、そのために
認知症への理解を深める取組みが必要。①認知症へ
の理解を深める取組みについて②認知症への理解を
深め、認知症の人やその家族を温かく見守る地域づく
り推進のため大府市ではじまった認知症ヘルプマーク
を春日井市でも導入する考えについてそれぞれ問う。

【答弁】①本市では、認知症カフェや家族介護者支援センターで認知症の
方やその家族、地域住民が交流する場を設けるとともに、認知症サポー
ターの養成や啓発イベントなど、認知症への理解の普及啓発に取り組ん
でいます。②大府市が制作したヘルプマークは、認知症の人と地域の人
が寄り添う優しいデザインで、本市が推進する認知症の人とその家族に
優しい地域づくりに合致することから、その活用に向けて検討します。

録画 ▼

【その他の質問事項】　■自衛官募集事務について
■放置された自転車やバイクの撤去について　■平和行政について

15
【質問】

質問者 担当共産党　原田　祐治 地域共生推進課
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議案の概要………………2
一般質問…………………5

第4回定例会（9月6日～9月30日）
令和6年　急施臨時会（8月21日）

第 号

表紙写真募集中　詳しくは8ページへ道風くん

■視覚障がいのある方に、本紙を音訳した「声のかすがい市議会だより」（カセットテープ又はＣＤ）を郵送します。
　事前に登録が必要ですので、ご希望の方はご連絡ください。

　
日
本
の
大
き
な
２
つ
の
政
党
の
代

表
を
選
ぶ
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

政
策
の
議
論
を
聴
い
て
い
る
と
同
じ

党
の
中
で
も
重
点
を
置
い
て
い
る
課

題
が
異
な
り
、
選
ば
れ
る
人
に
よ
り

大
き
く
日
本
の
向
か
う
方
向
が
変
わ

る
こ
と
が
分
か
り
、
リ
ー
ダ
ー
選
び

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。
前
回
の

春
日
井
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率

は
約
36
％
で
し
た
。
こ
れ
は
６
割
以

上
の
方
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
政
治
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
が
、
春
日
井
市
議
会
で

は
市
民
の
皆
様
の
よ
り
良
い
生
活
の

た
め
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の

皆
様
に
分
か
り
や
す
く
市
議
会
で
行

わ
れ
た
こ
と
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

「防災意識を高めよう」　
１歳半の孫と地域の防災訓練に参加しました。暑さ厳しい日でしたが、県、市、町の取り組みに、
孫と一緒に南海地震や火災を想定し、日頃から、災害に備えていく意識が高まりました。 撮影者：中村　千恵

応募に関する詳細は、春日井市議会ホームぺージを
ご覧ください。
なお、編集の都合により、公募写真以外の内容が表紙
なる場合があります。

委 員 会 開 催 状 況
令和６年第３回定例会閉会後に行われた委員会は、
次のとおりでした。
○　文教経済委員会（８月16日）
報告事項
　１　株式会社ホテルプラザ勝川の経営状況に
　　　ついて
　２　令和６年度教育に関する事務の点検及び
　　　評価報告書について

○　厚生委員会（８月19日）
報告事項
　１　社会福祉法人春日井市社会福祉協議会の
　　　経営状況について
　２　保育園の整備について

○　建設委員会（８月20日）
協議事項
　１　公共交通整備に係る要望活動について
報告事項
　１　下水道事業受益者負担金について

令和６年急施臨時会・第４回定例会中に行われた委
員会は、次のとおりでした。
○　予算・決算委員会全体会
　（８月21日、９月10日、24日）
○　総務委員会・分科会（８月21日、９月18日）
○　文教経済委員会・分科会
　（８月21日、９月12日）
○　厚生委員会・分科会（９月13日）
○　建設委員会・分科会（９月17日）

令 和 ６ 年 第 ５ 回 定 例 会 予 定
▽11月28日（木）
▽12月　2日（月）

▽12月　4日（水）
▽12月　5日（木）
▽12月　6日（金）
▽12月　9日（月）
▽12月11日（水）
▽12月12日（木）
▽12月13日（金）
▽12月17日（火）

本会議（提案理由説明）
本会議（質疑、委員会付託）
予算・決算委員会前期全体会
文教経済委員会・分科会
厚生委員会・分科会
建設委員会・分科会
総務委員会・分科会
予算・決算委員会後期全体会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（採決）

10:00～
10:00～
（本会議終了後）
9:00～
9:00～
9:00～
9:00～
10:00～
10:00～
10:00～
10:00～

※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

表 紙 写 真 募 集

応募者が、春日井市内において概ね
１年以内に撮影した未発表のもの。

募集する写真

２月発行第132号の表紙写真を
11月26日まで受付しています。

応募締切
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【
企
業
誘
致
の
推
進
と
事
業
拡
大
に
対
応
し
た

企
業
立
地
の
支
援
】補

正
額
　
30
億
１
２
０
９
万
円 

大
泉
寺
町
地
区
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た

花
王（
株
）物
流
施
設
計
画
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
用
地
を
買
い
戻
す
と
と
も
に
、
花
王（
株
）

が
独
自
に
地
権
者
か
ら
取
得
し
た
隣
接
地
を
購
入

し
ま
す
。
契
約
に
基
づ
き
、
約
30
億
円
で
買
い
戻

す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
花
王（
株
）か
ら
は
違
約

金
と
使
用
料
相
当
額
と
し
て
約
13
億
円
が
市
に

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
差
し

引
き
約
１７
億
円
が
花
王（
株
）に
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
補
助
金
】

決
算
額
　
７
６
５
４
万
７
千
円

令
和
５
年
度
よ
り
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

帯
状
疱
疹
の
発
症
と
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の
一
部
補
助
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
当
初
の
見
込
み
を
超
す

補
助
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
追
加
補
正
が

行
わ
れ
、
８
４
９
５
件
の
利
用
と
な
り
ま
し
た
。

【
器
械
備
品
購
入
費
】

決
算
額
　
７
億
２
４
８
７
万
円

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
持
続
可
能
な

医
療
提
供
体
制
の
確
保
と
手
術
の
安
全
性
の

向
上
や
患
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
県

内
で
は
２
台
目
と
な
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
」
を
導
入
し
た
ほ
か
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
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　急施臨時会と第４回定例会では、令和５年度決算11件、令和６年度補正
予算案４件、条例案3件、一般議案７件、報告11件、議員提出議案3件、請願
２件が提出されました。（議案の中から一部ピックアップして掲載しています。）

超
音
波
画
像
診
断
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
を

更
新
等
し
ま
し
た
。

【
私
立
保
育
園
施
設
整
備
等
補
助
】

補
正
額
　
４
億
1
3
1
7
万
円 

増
加
す
る
保
育
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
保

育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
必
要
な
民

生
費
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

令
和
７
年
４
月
に
開
所
を
予
定
し
て
い
る
私
立

保
育
園
２
園
（
森
山
田
町
、
熊
野
町
）
の
施
設

整
備
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

勝
川
駅
周
辺
の
市
営
駐
車
場
に
お
い
て
持

続
可
能
な
施
設
運
営
に
向
け
、
使
用
料
を
見

直
す
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
も

の
で
す
。
定
期
駐
車
券
に
関
し
て
、
従
来

1
ヶ
月
単
位
の
み
で
の
販
売
だ
っ
た
も
の
が
、

6
ヶ
月
・
12
ヶ
月
で
も
ご
購
入
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

使
用
料

　
現
　
行
：
150
円
／
30
分

　
　
　
　
　
3
時
間
超
　
100
円
／
1
時
間

　
　
　
　
　
5
時
間
超
　
50
円
／
1
時
間

　
改
正
後
：
150
円
／
30
分

　
　
　
　
　
3
時
間
超
　
50
円
／
30
分

定
期
駐
車
券

　
現
　
行
：
1
5
0
0
0
円
／
月

　
改
正
後
：
午
前
6
時
か
ら
午
後
12
時
ま
で

　
　
　
　
　
利
用 

1
6
5
0
0
円
／
月

　
　
　
　
　
全
日
利
用 

2
2
0
0
0
円
／
月

令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
子
ど
も
の
家
及
び
子
育
て
子
育
ち

総
合
支
援
館
の
使
用
料
と
利
用
開
始
時
間
が

変
更
と
な
り
ま
す
。
月
額
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
期
間
に
お

い
て
現
状
よ
り
2
0
0
0
円
の
値
上
げ
と
な

勝
川
駅
前
地
下
駐
車
場
条
例
及
び

勝
川
駅
南
口
立
体
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可決

第
81
号
議
案

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

可決

第
76
号
議
案

令
和
５
年
度
春
日
井
市
民
病
院

事
業
会
計
決
算

認定

認
定
第
9
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

可決

第
77
号
議
案

令和５年度一般会計歳入歳出決算

歳出（単位：億円）
1170.7
614.8

⑴ 人件費 181.8
⑵ 扶助費 352.0
⑶ 公債費 81.0

2
157.2

⑴ 普通建設事業費 157.2
398.6

⑴ その他 40.1
⑵ 補助費等 92.4
⑶ 物件費 159.8
⑷ 繰出金 106.3

1

投資的経費

総　額
義務的経費

3

その他の経費

歳入（単位：億円）
1174.6
632.7
533.7

ア 個人市民税 200.4
イ 法人市民税 26.8
ウ 固定資産税 219.3
エ 軽自動車税 6.9
オ 市たばこ税 18.6
カ 事業所税 18.7
キ 都市計画税 43.0

⑵ 99.0
541.8

⑴

⑴

38.1
⑵ 106.9
⑶ 103.1
⑷ 293.7

その他

1

2

自主財源

依存財源

市税

地方交付税
譲与税・交付金

市債
国庫・県支出金

総　額

り
ま
す
（
放
課
後
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
場

合
、
4
0
0
0
円
か
ら
6
0
0
0
円
へ
）
が
、

教
材
費
、
お
や
つ
代
を
各
1
0
0
0
円
、
合

計
で
2
0
0
0
円
減
額
す
る
た
め
、
利
用
者

の
実
質
の
負
担
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
土
曜
日
の
み
の
利
用
は
月
額

4
0
0
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。（
午
前
8
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
場
合
、
6
0
0
円
か
ら

1
0
0
0
円
へ
）

夏
季
休
業
期
間
に
お
い
て
は
、
現
状

1
2
0
0
円
の
加
算
で
あ
っ
た
も
の
が

3
0
0
0
円
へ
と
改
正
さ
れ
ま
す
。（
学
年
始
、

冬
季
、学
年
末
休
業
日
に
お
い
て
徴
収
は
な
し
）

利
用
時
間
は
、
夏
季
等
休
業
日
に
お
い
て

現
状
午
前
8
時
か
ら
の
預
か
り
だ
っ
た
も
の

を
午
前
7
時
半
よ
り
利
用
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。
使
用
料
は
令
和
7
年
4
月
1
日
よ
り
、

利
用
時
間
の
変
更
は
令
和
7
年
5
月
1
日
よ

り
施
行
す
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
（
建
築
）
１
億
９
０
３
０
万
円

契
約
金
額
（
電
気
）
１
億
９
９
５
５
万
円

令
和
８
年
度
に
開
催
さ
れ
る
第
20
回
ア
ジ

ア
競
技
大
会
で
春
日
井
市
総
合
体
育
館
が
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
競
技
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ

る
た
め
、
建
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
、
ト
イ

レ
の
増
設
、
車
椅
子
観
覧
席
の
増
設
を
実
施

し
ま
す
。
併
せ
て
、
内
装
の
改
修
、
競
技
場

床
の
改
修
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
家
条
例
及
び

子
育
て
子
育
ち
総
合
支
援
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可決

第
82
号
議
案

総
合
体
育
館
機
能
向
上
改
修
工
事

（
建
築・電
気
）の
請
負
契
約
に
つ
い
て

可決

第
84
・
85
号
議
案

契
約
金
額
　
5
9
6
2
万
円

消
防
署
及
び
各
出
張
所
の
現
場
で
活
動
す

る
職
員
が
着
用
す
る
防
火
衣
等
を
、
国
の
定

め
る
「
消
防
隊
員
用
個
人
防
火
装
備
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
新
型
の
防
火
衣

等
に
更
新
す
る
も
の
で
す
。
夏
季
に
お
け
る

気
温
の
上
昇
と
複
雑
多
様
化
す
る
火
災
現
場

で
の
活
動
時
間
の
長
期
化
に
加
え
、
今
後
定

年
延
長
に
よ
る
隊
員
の
高
齢
化
が
想
定
さ
れ

る
中
で
、
今
回
の
更
新
に
よ
り
「
ヒ
ー
ト
ス

ト
レ
ス
対
策
」「
軽
量
化
」「
安
全
性
能
」
な

ど
主
に
3
つ
の
機
能
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

契
約
金
額
　
4
3
7
8
万
円

現
在
稼
働
中
の
３
ｔ
車
４
台
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
登
録
か
ら
12
年
以
上
経
過
し
、
か

つ
走
行
距
離
も
25
万
㎞
以
上
を
超
え
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
更
新
す
る
も
の
で
す
。

取
得
金
額
は
、
４
台
で
4
3
7
8
万
円
で
す
。

作
業
性
が
回
復
す
る
ほ
か
、
昨
今
充
実
し
て

き
た
安
全
支
援
機
能
や
燃
費
の
向
上
な
ど
に

よ
り
、
収
集
作
業
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
負

荷
の
軽
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※

補
正
額
、
決
算
額
、
契
約
金
額
は
、
１
万
円

未
満
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、
政
府
予
算
に
お
い
て
、
小
学
校

に
お
け
る
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
強
化
や

３５
人
学
級
の
計
画
的
な
整
備
な
ど
の
た
め
の

教
職
員
定
数
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
し
か

し
、
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
推
進

や
教
職
員
定
数
改
善
計
画
は
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え

る
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、
不
十
分
な
も
の

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
よ
っ
て
、
当
議
会
は
政
府
に
対
し
、
来
年

度
の
政
府
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
定
数
改
善

計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
庫
負

担
率
２
分
の
１
へ
の
復
元
に
向
け
て
、
十
分

な
教
育
予
算
を
確
保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

　
　
令
和
６
年
９
月
３０
日  

　
春
日
井
市
議
会

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
総
務
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
内
閣
官
房
長
官
　
　
各
通

令
和
５
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

認定

認
定
第
１
号

第
４
回
定
例
会

塵
芥
収
集
車
の
取
得
に
つ
い
て

可決

第
87
号
議
案

防
火
衣
等
の
取
得
に
つ
い
て

可決

第
86
号
議
案

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定・実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書（
一
部
抜
粋
）
可決

議
員
提
出
第
４
号
議
案

道風くん

急
施
臨
時
会

9月6日午前議案の説明の録画
（YouTube）はこちら

9月6日午後

1170.7

181.8

352.0

81.0

157.2

106.3

159.8

92.4

40.1

614.8

157.2

398.6

9月30日

(単位：億円)
歳入

(単位：億円)
歳出

533.7
市税

200.4
個人市民税

26.8
法人市民税

219.3

固定
資産税

6.9
軽自動車税

18.7
事業所税

99.0
その他

293.7
国庫・県支出金

103.1
市債

106.9

  譲与税・
交付金

38.1
地方交付税

18.6
市たばこ税

43.0
都市計画税

1174.6
自主財源
632.7

依存財源
541.8



かすがい市議会だより かすがい市議会だより

【
企
業
誘
致
の
推
進
と
事
業
拡
大
に
対
応
し
た

企
業
立
地
の
支
援
】補

正
額
　
30
億
１
２
０
９
万
円 

大
泉
寺
町
地
区
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た

花
王（
株
）物
流
施
設
計
画
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
用
地
を
買
い
戻
す
と
と
も
に
、
花
王（
株
）

が
独
自
に
地
権
者
か
ら
取
得
し
た
隣
接
地
を
購
入

し
ま
す
。
契
約
に
基
づ
き
、
約
30
億
円
で
買
い
戻

す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
花
王（
株
）か
ら
は
違
約

金
と
使
用
料
相
当
額
と
し
て
約
13
億
円
が
市
に

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
差
し

引
き
約
１７
億
円
が
花
王（
株
）に
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
補
助
金
】

決
算
額
　
７
６
５
４
万
７
千
円

令
和
５
年
度
よ
り
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

帯
状
疱
疹
の
発
症
と
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の
一
部
補
助
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
当
初
の
見
込
み
を
超
す

補
助
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
追
加
補
正
が

行
わ
れ
、
８
４
９
５
件
の
利
用
と
な
り
ま
し
た
。

【
器
械
備
品
購
入
費
】

決
算
額
　
７
億
２
４
８
７
万
円

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
持
続
可
能
な

医
療
提
供
体
制
の
確
保
と
手
術
の
安
全
性
の

向
上
や
患
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
県

内
で
は
２
台
目
と
な
る
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｈ
ｕ
ｇ
ｏ
」
を
導
入
し
た
ほ
か
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

23

　急施臨時会と第４回定例会では、令和５年度決算11件、令和６年度補正
予算案４件、条例案3件、一般議案７件、報告11件、議員提出議案3件、請願
２件が提出されました。（議案の中から一部ピックアップして掲載しています。）

超
音
波
画
像
診
断
装
置
な
ど
の
医
療
機
器
を

更
新
等
し
ま
し
た
。

【
私
立
保
育
園
施
設
整
備
等
補
助
】

補
正
額
　
４
億
1
3
1
7
万
円 

増
加
す
る
保
育
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
保

育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
必
要
な
民

生
費
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

令
和
７
年
４
月
に
開
所
を
予
定
し
て
い
る
私
立

保
育
園
２
園
（
森
山
田
町
、
熊
野
町
）
の
施
設

整
備
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

勝
川
駅
周
辺
の
市
営
駐
車
場
に
お
い
て
持

続
可
能
な
施
設
運
営
に
向
け
、
使
用
料
を
見

直
す
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
も

の
で
す
。
定
期
駐
車
券
に
関
し
て
、
従
来

1
ヶ
月
単
位
の
み
で
の
販
売
だ
っ
た
も
の
が
、

6
ヶ
月
・
12
ヶ
月
で
も
ご
購
入
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

使
用
料

　
現
　
行
：
150
円
／
30
分

　
　
　
　
　
3
時
間
超
　
100
円
／
1
時
間

　
　
　
　
　
5
時
間
超
　
50
円
／
1
時
間

　
改
正
後
：
150
円
／
30
分

　
　
　
　
　
3
時
間
超
　
50
円
／
30
分

定
期
駐
車
券

　
現
　
行
：
1
5
0
0
0
円
／
月

　
改
正
後
：
午
前
6
時
か
ら
午
後
12
時
ま
で

　
　
　
　
　
利
用 

1
6
5
0
0
円
／
月

　
　
　
　
　
全
日
利
用 

2
2
0
0
0
円
／
月

令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
子
ど
も
の
家
及
び
子
育
て
子
育
ち

総
合
支
援
館
の
使
用
料
と
利
用
開
始
時
間
が

変
更
と
な
り
ま
す
。
月
額
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
期
間
に
お

い
て
現
状
よ
り
2
0
0
0
円
の
値
上
げ
と
な

勝
川
駅
前
地
下
駐
車
場
条
例
及
び

勝
川
駅
南
口
立
体
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可決

第
81
号
議
案

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

可決

第
76
号
議
案

令
和
５
年
度
春
日
井
市
民
病
院

事
業
会
計
決
算

認定

認
定
第
9
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

可決

第
77
号
議
案

令和５年度一般会計歳入歳出決算

歳出（単位：億円）
1170.7
614.8

⑴ 人件費 181.8
⑵ 扶助費 352.0
⑶ 公債費 81.0

2
157.2

⑴ 普通建設事業費 157.2
398.6

⑴ その他 40.1
⑵ 補助費等 92.4
⑶ 物件費 159.8
⑷ 繰出金 106.3

1

投資的経費

総　額
義務的経費

3

その他の経費

歳入（単位：億円）
1174.6
632.7
533.7

ア 個人市民税 200.4
イ 法人市民税 26.8
ウ 固定資産税 219.3
エ 軽自動車税 6.9
オ 市たばこ税 18.6
カ 事業所税 18.7
キ 都市計画税 43.0

⑵ 99.0
541.8

⑴

⑴

38.1
⑵ 106.9
⑶ 103.1
⑷ 293.7

その他

1

2

自主財源

依存財源

市税

地方交付税
譲与税・交付金

市債
国庫・県支出金

総　額

り
ま
す
（
放
課
後
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
場

合
、
4
0
0
0
円
か
ら
6
0
0
0
円
へ
）
が
、

教
材
費
、
お
や
つ
代
を
各
1
0
0
0
円
、
合

計
で
2
0
0
0
円
減
額
す
る
た
め
、
利
用
者

の
実
質
の
負
担
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
土
曜
日
の
み
の
利
用
は
月
額

4
0
0
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。（
午
前
8
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
場
合
、
6
0
0
円
か
ら

1
0
0
0
円
へ
）

夏
季
休
業
期
間
に
お
い
て
は
、
現
状

1
2
0
0
円
の
加
算
で
あ
っ
た
も
の
が

3
0
0
0
円
へ
と
改
正
さ
れ
ま
す
。（
学
年
始
、

冬
季
、学
年
末
休
業
日
に
お
い
て
徴
収
は
な
し
）

利
用
時
間
は
、
夏
季
等
休
業
日
に
お
い
て

現
状
午
前
8
時
か
ら
の
預
か
り
だ
っ
た
も
の

を
午
前
7
時
半
よ
り
利
用
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。
使
用
料
は
令
和
7
年
4
月
1
日
よ
り
、

利
用
時
間
の
変
更
は
令
和
7
年
5
月
1
日
よ

り
施
行
す
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
（
建
築
）
１
億
９
０
３
０
万
円

契
約
金
額
（
電
気
）
１
億
９
９
５
５
万
円

令
和
８
年
度
に
開
催
さ
れ
る
第
20
回
ア
ジ

ア
競
技
大
会
で
春
日
井
市
総
合
体
育
館
が
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
競
技
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ

る
た
め
、
建
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
、
ト
イ

レ
の
増
設
、
車
椅
子
観
覧
席
の
増
設
を
実
施

し
ま
す
。
併
せ
て
、
内
装
の
改
修
、
競
技
場

床
の
改
修
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
家
条
例
及
び

子
育
て
子
育
ち
総
合
支
援
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可決

第
82
号
議
案

総
合
体
育
館
機
能
向
上
改
修
工
事

（
建
築・電
気
）の
請
負
契
約
に
つ
い
て

可決

第
84
・
85
号
議
案

契
約
金
額
　
5
9
6
2
万
円

消
防
署
及
び
各
出
張
所
の
現
場
で
活
動
す

る
職
員
が
着
用
す
る
防
火
衣
等
を
、
国
の
定

め
る
「
消
防
隊
員
用
個
人
防
火
装
備
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
新
型
の
防
火
衣

等
に
更
新
す
る
も
の
で
す
。
夏
季
に
お
け
る

気
温
の
上
昇
と
複
雑
多
様
化
す
る
火
災
現
場

で
の
活
動
時
間
の
長
期
化
に
加
え
、
今
後
定

年
延
長
に
よ
る
隊
員
の
高
齢
化
が
想
定
さ
れ

る
中
で
、
今
回
の
更
新
に
よ
り
「
ヒ
ー
ト
ス

ト
レ
ス
対
策
」「
軽
量
化
」「
安
全
性
能
」
な

ど
主
に
3
つ
の
機
能
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

契
約
金
額
　
4
3
7
8
万
円

現
在
稼
働
中
の
３
ｔ
車
４
台
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
登
録
か
ら
12
年
以
上
経
過
し
、
か

つ
走
行
距
離
も
25
万
㎞
以
上
を
超
え
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
更
新
す
る
も
の
で
す
。

取
得
金
額
は
、
４
台
で
4
3
7
8
万
円
で
す
。

作
業
性
が
回
復
す
る
ほ
か
、
昨
今
充
実
し
て

き
た
安
全
支
援
機
能
や
燃
費
の
向
上
な
ど
に

よ
り
、
収
集
作
業
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
負

荷
の
軽
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※

補
正
額
、
決
算
額
、
契
約
金
額
は
、
１
万
円

未
満
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、
政
府
予
算
に
お
い
て
、
小
学
校

に
お
け
る
高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
強
化
や

３５
人
学
級
の
計
画
的
な
整
備
な
ど
の
た
め
の

教
職
員
定
数
改
善
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
し
か

し
、
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
推
進

や
教
職
員
定
数
改
善
計
画
は
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え

る
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、
不
十
分
な
も
の

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
よ
っ
て
、
当
議
会
は
政
府
に
対
し
、
来
年

度
の
政
府
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
定
数
改
善

計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
庫
負

担
率
２
分
の
１
へ
の
復
元
に
向
け
て
、
十
分

な
教
育
予
算
を
確
保
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

　
　
令
和
６
年
９
月
３０
日  

　
春
日
井
市
議
会

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
総
務
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
内
閣
官
房
長
官
　
　
各
通

令
和
５
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

認定

認
定
第
１
号

第
４
回
定
例
会

塵
芥
収
集
車
の
取
得
に
つ
い
て

可決

第
87
号
議
案

防
火
衣
等
の
取
得
に
つ
い
て

可決

第
86
号
議
案

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定・実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書（
一
部
抜
粋
）
可決

議
員
提
出
第
４
号
議
案

道風くん

急
施
臨
時
会

9月6日午前議案の説明の録画
（YouTube）はこちら

9月6日午後

1170.7

181.8

352.0

81.0

157.2

106.3

159.8

92.4

40.1

614.8

157.2

398.6

9月30日

(単位：億円)
歳入

(単位：億円)
歳出

533.7
市税

200.4
個人市民税

26.8
法人市民税

219.3

固定
資産税

6.9
軽自動車税

18.7
事業所税

99.0
その他

293.7
国庫・県支出金

103.1
市債

106.9

  譲与税・
交付金

38.1
地方交付税

18.6
市たばこ税

43.0
都市計画税

1174.6
自主財源
632.7

依存財源
541.8



かすがい市議会だより

道風くん

市政全般にわたる問題について質問します

かすがい市議会だより

5

市政全般にわたる問題について質問します
　一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、
市民に密着した問題をただすため行うものです。
　各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。
　（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）

　今回の定例会では、15人の議員が市の考え方や
方針など、市政全般にわたり、35項目の質問を行
いました。

東京圏からのＵＩＪターンを促進するための取り組みについて

少子高齢化が進む中、人口の東京圏一極集中
が解消せず、地方の若者の減少が進み、地方経済への
影響は少なくありません。この度、国において新設され
た「地方就職学生支援事業」の導入は、地元企業と東京
圏在住の学生との橋渡しを担い、ＵＩＪターンを促進し
地域経済の安定化を図るという、本市にとっても大き
なメリットがあると考えますが本市の見解を伺う。

【答弁】令和元年度より愛知県と本市が共同で「首都圏人材確保支援事
業」を実施しており、東京圏から市内に移住し就業等をした方に支援金
を支給していきます。新たに創設された「地方就職学生支援事業」につ
いては、既に実施している他の自治体の取組状況を注視し、その有効性
を確認していくとともに、既存の移住・定住を促進する事業との関連性
も踏まえ、調査研究していきます。

録画 ▼

【その他の質問事項】■マイナ保険証の普及と利用促進等の取り組みについて

4
【質問】

質問者 担当公明党　大村　まさと 経済振興課

孫育て支援策について

孫育て支援策について、市が行っている祖父母
育児教室の現状の申込状況や、祖父母世代の定年延
長化が進んでいることを踏まえ、開催回数や開催日な
どの拡充についてと育児教室のみで配布している祖父
母手帳を希望者全員への配布、HPでのダウンロードへ
の対応について、市の見解を問います。また市職員へ
の孫休暇制度導入について市の見解を問います。

【答弁】「Ｕターン育児塾」は定員に近い申込者数となっており、定員拡充の
検討を進めています。今後も、実施曜日などの見直しを検討していきます。
祖父母手帳につきましては、市独自の手帳を作成し、ホームページからダウ
ンロードできるよう検討していきます。また、孫育て支援が、子育て中の親
の心身の負担の軽減や就労支援等になることから、職員の孫休暇の制度導
入について職員ニーズや先進自治体の制度を調査研究していきます。

録画 ▼

【その他の質問事項】■慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）対策について

3
【質問】

質問者 担当公明党　日比野　なるとし こども家庭支援課・人事課

災害対応力の強化について

令和６年能登半島地震は、古い家屋の倒壊や
陸・海・空路の途絶、孤立集落の発生、長期間の断水な
ど災害対応に係る様々な課題が明らかになった。また、
南海トラフ地震発生の危惧、局地的豪雨災害の頻発
化などの現状を踏まえ、災害対応力の強化が必要で
ある。そこで、本市の災害時応援協定の件数、平時の
連携状況、実効性の確保と強化への取り組みを問う。

【答弁】協定数は愛知県や他自治体との相互応援等が24件、関係機関や
民間企業等との物的・人的支援が82件で、毎年、担当者の確認や総合防災
訓練の参加等により、密な関係の構築に努めていま
す。昨年度は、食料や水、生活必需品の支援可能な数
量や時期等を調査しました。今年度は、物資輸送や役
務の提供を調査予定です。また、今年度から災害対策
本部に受援総括班を設置し、実効性の確保と強化に努
めています。

録画 ▼

2
【質問】

質問者 担当公明党　いしとび　厚治 市民安全課

高蔵寺駅を南北に横断する地下道に於ける自転車通行について

高蔵寺駅の１日乗降者数は市内の駅では断然
多い為、通勤通学時間帯にバスや送迎車等からの乗換
や小学生登校集団の歩行者で横幅10mの地下道は
埋尽くされる。そこを自転車乗車のまま通行する人が
いる為、数年前、市に要請し「自転車から降りて通行して
下さい」と表示を床壁面にして頂いたが、改めて現状と
今後の市の自転車通行の安全性確保の対応を問う。

【答弁】高蔵寺地下道における自転車通行の安全性確保の対応につい
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か、周辺の高校に対し生徒への周知をお願いしてい
ます。本年8月には、劣化した路面標示を貼り直し、そ
の位置にポールを設置して、より標示内容が目に付く
ようにしました。今後も、通行状況を注視しながら、安
全性や利便性などを踏まえ、自転車の安全な通行の
啓発に努めていきます。

録画 ▼
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【質問】

質問者 担当無会派　奥村　昇次 道路課 
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録画（YouTube）で
ご覧いただけます。
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【答弁】協定数は愛知県や他自治体との相互応援等が24件、関係機関や
民間企業等との物的・人的支援が82件で、毎年、担当者の確認や総合防災
訓練の参加等により、密な関係の構築に努めていま
す。昨年度は、食料や水、生活必需品の支援可能な数
量や時期等を調査しました。今年度は、物資輸送や役
務の提供を調査予定です。また、今年度から災害対策
本部に受援総括班を設置し、実効性の確保と強化に努
めています。

録画 ▼

2
【質問】

質問者 担当公明党　いしとび　厚治 市民安全課

高蔵寺駅を南北に横断する地下道に於ける自転車通行について

高蔵寺駅の１日乗降者数は市内の駅では断然
多い為、通勤通学時間帯にバスや送迎車等からの乗換
や小学生登校集団の歩行者で横幅10mの地下道は
埋尽くされる。そこを自転車乗車のまま通行する人が
いる為、数年前、市に要請し「自転車から降りて通行して
下さい」と表示を床壁面にして頂いたが、改めて現状と
今後の市の自転車通行の安全性確保の対応を問う。

【答弁】高蔵寺地下道における自転車通行の安全性確保の対応につい
ては、歩行者優先で通行してもらうように、路面標示などを設置するほ
か、周辺の高校に対し生徒への周知をお願いしてい
ます。本年8月には、劣化した路面標示を貼り直し、そ
の位置にポールを設置して、より標示内容が目に付く
ようにしました。今後も、通行状況を注視しながら、安
全性や利便性などを踏まえ、自転車の安全な通行の
啓発に努めていきます。

録画 ▼

1
【質問】

質問者 担当無会派　奥村　昇次 道路課 

質問の様子を
録画（YouTube）で
ご覧いただけます。
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児童の性被害と性教育

児童を性犯罪から守るためには、児童が使う
スマホ・タブレットのフィルタリングソフトやペアレンタ
ルコントロール機能を有効にすることが重要である
が、それらの使用方法を保護者にどのように周知して
いるか問う。また、小中学生の妊娠は年間400件ある
というが、それを防ぐためには正しい性の知識が必要
である。どのような性教育が行われているか問う。

【答弁】インターネットの危険性を含めた特性、情報を発信する際の責任を理解
した上で、情報を取り扱う能力の育成に努めています。しかし、個人のスマホ等に
ついては、使用時の注意喚起はしておりますが、各家庭で判断されるべきものと
考えています。また、性教育については、養護教諭が「いのちの学習」を実施して
おり、小学校では男女の体の違いや性の多様性、心の健康等を、中学校では性意
識の違いや特性、人とのつきあい方、大人になるということ等を教えています。

録画 ▼

【その他の質問事項】　■教科書採択と教科書展示会
■公式ホームページのアンケート機能とＴｗｉｔｔｅｒ表記

10
【質問】

質問者 担当無会派　小嶋　小百合 学校教育課

子ども達の心の状態を把握する取り組みについて

文部科学省等の調査によると、令和４年度の
児童生徒のいじめ、不登校等の件数が過去最多を更
新しています。子ども達が安心して学ぶことができる
「誰一人取り残されない学びの保障」に向けた取り組
みの緊急強化が必要です。そこで国は1人1台端末を
活用した「心の健康観察」の導入を推進しています。本
市の導入の現状と課題、方向性について伺います。

【答弁】学校支援システムの機能に「心の天気」があり、学校ごとに利用を判断し
ています。気持ちを天気に例え、晴れ、曇り、雨、雷から選ぶため、手軽に入力で
きます。教職員も一目で心の揺れに気づき、適切な声掛け
につなげます。一方、小さな変化は読み取れないため、児
童生徒と担任との「連絡ノート」や、養護教諭との相談、いじ
め匿名連絡サイトの活用なども実施しています。何より、日
頃のコミュニケーションを最も重視し、教職員と児童生徒
が信頼し合い、相談しやすい関係を作っていきます。

録画 ▼

11
【質問】

質問者 担当自由クラブ　金沢　はるき 学校教育課

発達障がいの子どもたちの現状と支援体制について

令和４年の文科省の調査によれば、通常学級
在籍児童生徒の8.8％に発達障がいの可能性があり
10年前より2.3ポイント増加している。発達性読み書
き障がいは知的に遅れがなく気付かれにくいため二
次的な不適応が生じやすい。本市において早期発見
のためのスクリーニングを行う考えはないか。また、
教員の研修や保護者への周知を行う考えはないか。

【答弁】就学時健康診断時には、成長に差があること、十分な時間が確保できな
いことから、実施は困難です。就学後には、言語理解などの認知能力を測定する
検査や、より個々の特性把握のため、読み書きの正確性
や流暢性を調べる検査をしています。新たに教職員へ研
修することは難しい状況ですが、特別支援コーディネー
ターの研修では、理解を深められるよう継続していきま
す。また、保護者への啓発は、関係部署と連携し、国や県
の動向を踏まえながら、調査研究していきます。

録画 ▼

12
【質問】

質問者 担当公明党　小林　のぶ子 学校教育課

災害への備え・周知について

①耐震シェルター整備費補助の活用を周知、
推進していく為に、市役所内等に耐震シェルターや耐
震ベッドの展示を行う事及び、補助額を引き上げ、非木
造住宅への設置も対象に加えてはどうか。②旧耐震の
非木造住宅の耐震診断費を無償にする、もしくは補助
額の引き上げを行ってはどうか。③全世帯に戸別訪問
を行い、災害にむけての周知を行ってはどうか問う。

【答弁】①②耐震シェルター等の展示については、商品選定等の課題によ
り、現時点において実施する考えはありません。耐震シェルター整備や非
木造住宅耐震診断に対する補助額の引き上げ等の補助内容の拡充につ
いては、今後の国や県の動向を注視していきます。③職員が訪問した際に
住民と対面できる確率が不透明なこと、事務量や訪問に係る職員の負担
が大きいなど様々な課題があるため、現在のところ考えておりません。

録画 ▼

【その他の質問事項】■国民健康保険行政について

13
【質問】

質問者 担当共産党　石田　裕信 建築指導課・予防課

ヤングケアラー支援について

ヤングケアラー支援で一番必要なのは、困っ
ている子を見つけること。困っている子に必要な支援
を届けて子どもらしい生活を取り戻すことが肝であ
る。チェックサイトの運用状況はどうか。支援が必要な
子を把握できたのか。支援につなげることができたか
問う。そしてやはり全数調査も必要である。ヤングケ
アラーに特化したヘルパー派遣を行う必要もある。

【答弁】チェックサイトの利用をきっかけとして相談につながった件数は、現在のところ
ありません。ヤングケアラーの把握には、今般の法改正を踏まえ、記名式などの個人が把
握できる方法による調査が重要であるとされていることから、教育委員会と協力して具
体的な方法を検討していきます。また、ヤングケアラーの負担感を軽減するため、様々な
支援に着実につなげるとともに、今後も必要な支援事業の調査研究を続けていきます。

録画 ▼

【その他の質問事項】　　■リニア中央新幹線工事について
■下水道事業について　■農業行政について
■ごみ行政について　　■春日井インター北企業用地整備事業について

14
【質問】

質問者 担当共産党　伊藤　建治 こども家庭支援課

ごみ減量大作戦

クリーンセンター設備改良工事に伴い令和７年
10月～6ヶ月間収集された処理能力を超える家庭ごみ
は、近隣の清掃工場等で処理される見込み、これに伴う
経費増加が懸念される。ごみ減量に市民の協力は重
要、①令和３～５年度市民一人あたりのごみ処理経費の
推移とごみの減量のアイディア公募について問う②家
庭用生ごみ処理機の購入補助拡大について問う。

【答弁】①令和３年度14,741円、４年度14,292円、５年度16,362円です。ごみ減
量のアイデア公募を行う予定はありませんが、市廃棄物減量等推進審議会等から
の意見や提案を参考にしながら、市全体でごみ減量の機運が一層高まるよう、様々
な媒体を活用して周知啓発に努めます。②家庭用生ごみ処理機の利用促進を図る
ため、インターネット購入を補助対象にするなど補助制度の見直しを検討します。

録画 ▼

【その他の質問事項】　■認知症の人に寄り添った施策の推進について
■「母子の家」の今後について　■こども誰でも通園制度（仮称）について
■困難な問題を抱える女性支援の充実について

5
【質問】

質問者 担当公明党　田口　よしこ ごみ減量推進課

本市における公共施設マネジメントの今後のあり方について

公共施設の維持更新投資額が大きくなって
いくこと、施設の改修時期の集中や建ててからの劣
化により、事故のリスクも増えてきます。人口減少も
始まっているため、施設利用者、利用率も減っていき
ます。これらの状況を踏まえて、今後の財政のことも
考えて公共施設の公民連携を検討していくべきと
考えますが、本市の考えをお聞かせください。

【答弁】平成29年３月に策定したＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入検討要領に基づき、
市民サービスの向上や経費削減等の観点から、より効率的かつ効果的
な公共施設の管理運営を進められるよう、ＰＰＰ手法の導入検討を行って
いきます。

録画 ▼

6
【質問】

質問者 担当橙進クラブ　鈴木　たかゆき 企画政策課

総合防災訓練の在り方について

地球温暖化・異常気象による災害の多発が進む
中、従来の猛暑下で行われる総合防災訓練の実施内
容・時期を見直す必要性があり、安心して参加できる環
境作り・災害時の市民の対応力を高める事が重要であ
ると考えます。①従事する職員の参加状況や地域住民
が実施する訓練について②今後の訓練の実施の方向
性・在り方について本市の考えについてお伺いします。

【答弁】①今年度は306人の職員が参加し、訓練の実施や会場の安全管
理等、概ね４時間から６時間従事しました。地域住民は、徒歩やバスによ
る集団避難を始め、避難所での安否確認や資器材の
設置、救助訓練等を実施しました。②近年は、猛暑日
の増加や全体的な気温も上昇傾向にあることから、
他自治体の状況も参考とし、一層の暑さ対策や参加
者の負担軽減を図り、より安全で充実した防災訓練
を実施していきます。

録画 ▼

7
【質問】

質問者 担当無会派　安達　やす子 市民安全課

スポーツ推進によるまちづくりについて

本市にはスポーツに係る計画がない。市長の
掲げる「人生100年時代、誰もが幸せに暮らせる春日
井の実現」には、スポーツ分野においても中・長期的な
目標を掲げ、それらを達成する計画を示し、それに基
づき指標と目標値を定め、具体的な施策を展開するこ
とが必須だと考える。新たにスポーツ推進計画を策定
し「スポーツ都市春日井」を目指すべきではないか。

【答弁】本市では、「スポーツ振興基本方針」及び「生涯学習推進計画」に
基づきスポーツ振興施策を実施しているところです。人生100年時代
の中で、いきがいを持って豊かな人生を送るために
は、スポーツに係る取り組みや成果指標を盛り込ん
だ計画を策定することも重要であると考えており、令
和９年度に「生涯学習推進計画」を改定する時期に合
わせて策定することを検討していきます。

録画 ▼

8
【質問】

質問者 担当橙進クラブ　鈴木　秀尚 文化スポーツ振興課

家庭における教育力向上への取り組みについて

核家族化の急激な増加などに伴う地域社会の
つながりの希薄化を背景として、保護者が子育ての悩
みや不安を抱えたまま相談する相手がおらず地域で孤
立しがちな状況にあることなど、社会全体での家庭教
育力の向上に向けた支援の必要性が高まる中、家庭教
育支援への第３次かすがいっ子未来プランへの考え、市
内地域を巻き込んだ家庭教育の今後の取組みを問う。

【答弁】現在改定を進めている、新かすがいっ子未来プランの中に家庭教育に関す
る内容を組み入れます。また、こども家庭庁が作成した、妊娠期から小学校１年生まで
の時期に大切にしたい考え方を共有する「はじめの１００か月の育ちビジョン」の動画や
パンフレットの活用を地域で活躍している子育て支援団体等にも呼びかけるととも
に、ホームページなどを通じて広く子育て世代の方々に周知できるよう努めます。

録画 ▼

9
【質問】

質問者 担当市民クラブ　小原　はじめ 子育て推進課

【その他の質問事項】　■教育行政について
■災害関連死の認定に必要な審査会の設置について
■コンビニエンスストア等での各種証明書交付サービスについて

PPP：行政と民間が連携して事業を行う手法のこと。
PFI：民間の資金とノウハウを活用し、公共サービスの
提供を民間主導で行う、PPPの手法のひとつ。
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児童の性被害と性教育

児童を性犯罪から守るためには、児童が使う
スマホ・タブレットのフィルタリングソフトやペアレンタ
ルコントロール機能を有効にすることが重要である
が、それらの使用方法を保護者にどのように周知して
いるか問う。また、小中学生の妊娠は年間400件ある
というが、それを防ぐためには正しい性の知識が必要
である。どのような性教育が行われているか問う。

【答弁】インターネットの危険性を含めた特性、情報を発信する際の責任を理解
した上で、情報を取り扱う能力の育成に努めています。しかし、個人のスマホ等に
ついては、使用時の注意喚起はしておりますが、各家庭で判断されるべきものと
考えています。また、性教育については、養護教諭が「いのちの学習」を実施して
おり、小学校では男女の体の違いや性の多様性、心の健康等を、中学校では性意
識の違いや特性、人とのつきあい方、大人になるということ等を教えています。

録画 ▼

【その他の質問事項】　■教科書採択と教科書展示会
■公式ホームページのアンケート機能とＴｗｉｔｔｅｒ表記

10
【質問】

質問者 担当無会派　小嶋　小百合 学校教育課

子ども達の心の状態を把握する取り組みについて

文部科学省等の調査によると、令和４年度の
児童生徒のいじめ、不登校等の件数が過去最多を更
新しています。子ども達が安心して学ぶことができる
「誰一人取り残されない学びの保障」に向けた取り組
みの緊急強化が必要です。そこで国は1人1台端末を
活用した「心の健康観察」の導入を推進しています。本
市の導入の現状と課題、方向性について伺います。

【答弁】学校支援システムの機能に「心の天気」があり、学校ごとに利用を判断し
ています。気持ちを天気に例え、晴れ、曇り、雨、雷から選ぶため、手軽に入力で
きます。教職員も一目で心の揺れに気づき、適切な声掛け
につなげます。一方、小さな変化は読み取れないため、児
童生徒と担任との「連絡ノート」や、養護教諭との相談、いじ
め匿名連絡サイトの活用なども実施しています。何より、日
頃のコミュニケーションを最も重視し、教職員と児童生徒
が信頼し合い、相談しやすい関係を作っていきます。

録画 ▼

11
【質問】

質問者 担当自由クラブ　金沢　はるき 学校教育課

発達障がいの子どもたちの現状と支援体制について

令和４年の文科省の調査によれば、通常学級
在籍児童生徒の8.8％に発達障がいの可能性があり
10年前より2.3ポイント増加している。発達性読み書
き障がいは知的に遅れがなく気付かれにくいため二
次的な不適応が生じやすい。本市において早期発見
のためのスクリーニングを行う考えはないか。また、
教員の研修や保護者への周知を行う考えはないか。

【答弁】就学時健康診断時には、成長に差があること、十分な時間が確保できな
いことから、実施は困難です。就学後には、言語理解などの認知能力を測定する
検査や、より個々の特性把握のため、読み書きの正確性
や流暢性を調べる検査をしています。新たに教職員へ研
修することは難しい状況ですが、特別支援コーディネー
ターの研修では、理解を深められるよう継続していきま
す。また、保護者への啓発は、関係部署と連携し、国や県
の動向を踏まえながら、調査研究していきます。

録画 ▼

12
【質問】

質問者 担当公明党　小林　のぶ子 学校教育課

災害への備え・周知について

①耐震シェルター整備費補助の活用を周知、
推進していく為に、市役所内等に耐震シェルターや耐
震ベッドの展示を行う事及び、補助額を引き上げ、非木
造住宅への設置も対象に加えてはどうか。②旧耐震の
非木造住宅の耐震診断費を無償にする、もしくは補助
額の引き上げを行ってはどうか。③全世帯に戸別訪問
を行い、災害にむけての周知を行ってはどうか問う。

【答弁】①②耐震シェルター等の展示については、商品選定等の課題によ
り、現時点において実施する考えはありません。耐震シェルター整備や非
木造住宅耐震診断に対する補助額の引き上げ等の補助内容の拡充につ
いては、今後の国や県の動向を注視していきます。③職員が訪問した際に
住民と対面できる確率が不透明なこと、事務量や訪問に係る職員の負担
が大きいなど様々な課題があるため、現在のところ考えておりません。

録画 ▼

【その他の質問事項】■国民健康保険行政について

13
【質問】

質問者 担当共産党　石田　裕信 建築指導課・予防課

ヤングケアラー支援について

ヤングケアラー支援で一番必要なのは、困っ
ている子を見つけること。困っている子に必要な支援
を届けて子どもらしい生活を取り戻すことが肝であ
る。チェックサイトの運用状況はどうか。支援が必要な
子を把握できたのか。支援につなげることができたか
問う。そしてやはり全数調査も必要である。ヤングケ
アラーに特化したヘルパー派遣を行う必要もある。

【答弁】チェックサイトの利用をきっかけとして相談につながった件数は、現在のところ
ありません。ヤングケアラーの把握には、今般の法改正を踏まえ、記名式などの個人が把
握できる方法による調査が重要であるとされていることから、教育委員会と協力して具
体的な方法を検討していきます。また、ヤングケアラーの負担感を軽減するため、様々な
支援に着実につなげるとともに、今後も必要な支援事業の調査研究を続けていきます。

録画 ▼

【その他の質問事項】　　■リニア中央新幹線工事について
■下水道事業について　■農業行政について
■ごみ行政について　　■春日井インター北企業用地整備事業について

14
【質問】

質問者 担当共産党　伊藤　建治 こども家庭支援課

ごみ減量大作戦

クリーンセンター設備改良工事に伴い令和７年
10月～6ヶ月間収集された処理能力を超える家庭ごみ
は、近隣の清掃工場等で処理される見込み、これに伴う
経費増加が懸念される。ごみ減量に市民の協力は重
要、①令和３～５年度市民一人あたりのごみ処理経費の
推移とごみの減量のアイディア公募について問う②家
庭用生ごみ処理機の購入補助拡大について問う。

【答弁】①令和３年度14,741円、４年度14,292円、５年度16,362円です。ごみ減
量のアイデア公募を行う予定はありませんが、市廃棄物減量等推進審議会等から
の意見や提案を参考にしながら、市全体でごみ減量の機運が一層高まるよう、様々
な媒体を活用して周知啓発に努めます。②家庭用生ごみ処理機の利用促進を図る
ため、インターネット購入を補助対象にするなど補助制度の見直しを検討します。

録画 ▼

【その他の質問事項】　■認知症の人に寄り添った施策の推進について
■「母子の家」の今後について　■こども誰でも通園制度（仮称）について
■困難な問題を抱える女性支援の充実について

5
【質問】

質問者 担当公明党　田口　よしこ ごみ減量推進課

本市における公共施設マネジメントの今後のあり方について

公共施設の維持更新投資額が大きくなって
いくこと、施設の改修時期の集中や建ててからの劣
化により、事故のリスクも増えてきます。人口減少も
始まっているため、施設利用者、利用率も減っていき
ます。これらの状況を踏まえて、今後の財政のことも
考えて公共施設の公民連携を検討していくべきと
考えますが、本市の考えをお聞かせください。

【答弁】平成29年３月に策定したＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入検討要領に基づき、
市民サービスの向上や経費削減等の観点から、より効率的かつ効果的
な公共施設の管理運営を進められるよう、ＰＰＰ手法の導入検討を行って
いきます。

録画 ▼

6
【質問】

質問者 担当橙進クラブ　鈴木　たかゆき 企画政策課

総合防災訓練の在り方について

地球温暖化・異常気象による災害の多発が進む
中、従来の猛暑下で行われる総合防災訓練の実施内
容・時期を見直す必要性があり、安心して参加できる環
境作り・災害時の市民の対応力を高める事が重要であ
ると考えます。①従事する職員の参加状況や地域住民
が実施する訓練について②今後の訓練の実施の方向
性・在り方について本市の考えについてお伺いします。

【答弁】①今年度は306人の職員が参加し、訓練の実施や会場の安全管
理等、概ね４時間から６時間従事しました。地域住民は、徒歩やバスによ
る集団避難を始め、避難所での安否確認や資器材の
設置、救助訓練等を実施しました。②近年は、猛暑日
の増加や全体的な気温も上昇傾向にあることから、
他自治体の状況も参考とし、一層の暑さ対策や参加
者の負担軽減を図り、より安全で充実した防災訓練
を実施していきます。

録画 ▼

7
【質問】

質問者 担当無会派　安達　やす子 市民安全課

スポーツ推進によるまちづくりについて

本市にはスポーツに係る計画がない。市長の
掲げる「人生100年時代、誰もが幸せに暮らせる春日
井の実現」には、スポーツ分野においても中・長期的な
目標を掲げ、それらを達成する計画を示し、それに基
づき指標と目標値を定め、具体的な施策を展開するこ
とが必須だと考える。新たにスポーツ推進計画を策定
し「スポーツ都市春日井」を目指すべきではないか。

【答弁】本市では、「スポーツ振興基本方針」及び「生涯学習推進計画」に
基づきスポーツ振興施策を実施しているところです。人生100年時代
の中で、いきがいを持って豊かな人生を送るために
は、スポーツに係る取り組みや成果指標を盛り込ん
だ計画を策定することも重要であると考えており、令
和９年度に「生涯学習推進計画」を改定する時期に合
わせて策定することを検討していきます。

録画 ▼

8
【質問】

質問者 担当橙進クラブ　鈴木　秀尚 文化スポーツ振興課

家庭における教育力向上への取り組みについて

核家族化の急激な増加などに伴う地域社会の
つながりの希薄化を背景として、保護者が子育ての悩
みや不安を抱えたまま相談する相手がおらず地域で孤
立しがちな状況にあることなど、社会全体での家庭教
育力の向上に向けた支援の必要性が高まる中、家庭教
育支援への第３次かすがいっ子未来プランへの考え、市
内地域を巻き込んだ家庭教育の今後の取組みを問う。

【答弁】現在改定を進めている、新かすがいっ子未来プランの中に家庭教育に関す
る内容を組み入れます。また、こども家庭庁が作成した、妊娠期から小学校１年生まで
の時期に大切にしたい考え方を共有する「はじめの１００か月の育ちビジョン」の動画や
パンフレットの活用を地域で活躍している子育て支援団体等にも呼びかけるととも
に、ホームページなどを通じて広く子育て世代の方々に周知できるよう努めます。

録画 ▼

9
【質問】

質問者 担当市民クラブ　小原　はじめ 子育て推進課

【その他の質問事項】　■教育行政について
■災害関連死の認定に必要な審査会の設置について
■コンビニエンスストア等での各種証明書交付サービスについて

PPP：行政と民間が連携して事業を行う手法のこと。
PFI：民間の資金とノウハウを活用し、公共サービスの
提供を民間主導で行う、PPPの手法のひとつ。
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認知症ヘルプカードについて

認知症の人が社会活動に参加し、個性と能力を
十分発揮できるようにすることが求められ、そのために
認知症への理解を深める取組みが必要。①認知症へ
の理解を深める取組みについて②認知症への理解を
深め、認知症の人やその家族を温かく見守る地域づく
り推進のため大府市ではじまった認知症ヘルプマーク
を春日井市でも導入する考えについてそれぞれ問う。

【答弁】①本市では、認知症カフェや家族介護者支援センターで認知症の
方やその家族、地域住民が交流する場を設けるとともに、認知症サポー
ターの養成や啓発イベントなど、認知症への理解の普及啓発に取り組ん
でいます。②大府市が制作したヘルプマークは、認知症の人と地域の人
が寄り添う優しいデザインで、本市が推進する認知症の人とその家族に
優しい地域づくりに合致することから、その活用に向けて検討します。

録画 ▼

【その他の質問事項】　■自衛官募集事務について
■放置された自転車やバイクの撤去について　■平和行政について

15
【質問】

質問者 担当共産党　原田　祐治 地域共生推進課
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■視覚障がいのある方に、本紙を音訳した「声のかすがい市議会だより」（カセットテープ又はＣＤ）を郵送します。
　事前に登録が必要ですので、ご希望の方はご連絡ください。

　
日
本
の
大
き
な
２
つ
の
政
党
の
代

表
を
選
ぶ
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

政
策
の
議
論
を
聴
い
て
い
る
と
同
じ

党
の
中
で
も
重
点
を
置
い
て
い
る
課

題
が
異
な
り
、
選
ば
れ
る
人
に
よ
り

大
き
く
日
本
の
向
か
う
方
向
が
変
わ

る
こ
と
が
分
か
り
、
リ
ー
ダ
ー
選
び

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。
前
回
の

春
日
井
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率

は
約
36
％
で
し
た
。
こ
れ
は
６
割
以

上
の
方
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
政
治
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
が
、
春
日
井
市
議
会
で

は
市
民
の
皆
様
の
よ
り
良
い
生
活
の

た
め
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の

皆
様
に
分
か
り
や
す
く
市
議
会
で
行

わ
れ
た
こ
と
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

「防災意識を高めよう」　
１歳半の孫と地域の防災訓練に参加しました。暑さ厳しい日でしたが、県、市、町の取り組みに、
孫と一緒に南海地震や火災を想定し、日頃から、災害に備えていく意識が高まりました。 撮影者：中村　千恵

応募に関する詳細は、春日井市議会ホームぺージを
ご覧ください。
なお、編集の都合により、公募写真以外の内容が表紙
なる場合があります。

委 員 会 開 催 状 況
令和６年第３回定例会閉会後に行われた委員会は、
次のとおりでした。
○　文教経済委員会（８月16日）
報告事項
　１　株式会社ホテルプラザ勝川の経営状況に
　　　ついて
　２　令和６年度教育に関する事務の点検及び
　　　評価報告書について

○　厚生委員会（８月19日）
報告事項
　１　社会福祉法人春日井市社会福祉協議会の
　　　経営状況について
　２　保育園の整備について

○　建設委員会（８月20日）
協議事項
　１　公共交通整備に係る要望活動について
報告事項
　１　下水道事業受益者負担金について

令和６年急施臨時会・第４回定例会中に行われた委
員会は、次のとおりでした。
○　予算・決算委員会全体会
　（８月21日、９月10日、24日）
○　総務委員会・分科会（８月21日、９月18日）
○　文教経済委員会・分科会
　（８月21日、９月12日）
○　厚生委員会・分科会（９月13日）
○　建設委員会・分科会（９月17日）

令 和 ６ 年 第 ５ 回 定 例 会 予 定
▽11月28日（木）
▽12月　2日（月）

▽12月　4日（水）
▽12月　5日（木）
▽12月　6日（金）
▽12月　9日（月）
▽12月11日（水）
▽12月12日（木）
▽12月13日（金）
▽12月17日（火）

本会議（提案理由説明）
本会議（質疑、委員会付託）
予算・決算委員会前期全体会
文教経済委員会・分科会
厚生委員会・分科会
建設委員会・分科会
総務委員会・分科会
予算・決算委員会後期全体会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（採決）

10:00～
10:00～
（本会議終了後）
9:00～
9:00～
9:00～
9:00～
10:00～
10:00～
10:00～
10:00～

※議事の都合により、日程が変更になる場合があります。
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応募者が、春日井市内において概ね
１年以内に撮影した未発表のもの。

募集する写真

２月発行第132号の表紙写真を
11月26日まで受付しています。

応募締切


